
北海道教育大学函館校     

  

Project 

② 
地域協働専攻 

国際協働グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

弁天町における小学生を対象とした 

地域活性化プロジェクト 

【メンバー】 [学   生 ]   三浦 透眞/安田 みなみ/林 諒牙/門山 桜/三浦 歩夏/佐藤 日華 

田村 華/曽ヶ端 慎之介 

[担当教員]   有井 晴香 

【背景】 

函館市でも空き家の増加が問題になっている。函館市内でもっとも空き家率が高いのは西部地区であり、

その背景には少子高齢化があり、地域の活性化は大きな課題といえる。 

【目的】 

人口減少・高齢化、空き家率が上がる西部地区のコミュニティに大学生が参入し、さまざまなアプローチか

ら地域社会の活性化に貢献する。 

【概要】 

前期は、弁天町マルシェへの参加や西部地区の課題を考えるブレインストーミング、わらじ荘代表との意見

交換を通して、地域住民がどのような活動を求めているのかを知る必要があるという考えに至り、弁天町での

散策や住民へのインタビュー、弁天町会への参加を通して住民のニーズについて調査した。 

後期は、前期の活動を踏まえて、地域の子どもを対象としたイベントを企画し、すまいるクラブの企画や弥

生小学校への訪問、クリスマスイベントの開催に取り組んだ。西部地区において大学生と地域の子どもが交

流できる場を作ることができた。 

【プロセスと成果】 

前期はディスカッションを活発に行い、地域を活性化させるためにグッズ販売などの規模感の大きい活動を

計画した。規模感が大きかったために、これからの計画・目的がずれることが多々あり、ディスカッションを効

果的に行えず、計画が実現できなかった。一方で実際に弁天町の住民の方々に話を伺った際に、他の世代と

の交流をする機会がない、という意見をいただき、現状のニーズを把握できた。 

 

そこで、後期は、まず地域活性化のためにターゲットを小学生に絞り、弥生小学校への訪問や、弁天町会

館で行うすまいるクラブという小学生と遊ぶ活動に参加し、小学生との交流をサポートする形で地域の方たち

との交流も行った。小学生に焦点を当てて活動を行ったため、前期に発生した問題はほとんどなく、ディスカッ

ションも有意義に行えた。その結果、クリスマス会の成功につながった。 

 

 

 

 

 

 

【住民にインタビューをしている様子】 【クリスマス会のリースづくりの様子】 
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【総括と反省・今後の課題】 

前期は、このプロジェクトに対するメンバーの意見を交換し合えた。 

後期は、話し合いより地域の人たちとの交流を活発化させた。中には、市役所の方や新聞記者の方が訪れ

る様子も見られた。 

前期の活動と比較して、行動に起こしてみてから考えることが増えた。一方で、前期の活動をすべて生かし

切れているとは言えなかった。 

活動を通して、目的である地域の人たちとの交流の第一歩ができているように感じた。新しい活動を増やす

ことによってプロジェクトをさらに効果的なものにすることができた。 

今後の課題として、小学生以外にも焦点を当て、より多世代が活発に交流し地域活性化につながる活動を

増やすことが挙げられる。 

 
【地域からの評価】 

2021年12月23日すまいるクラブの後に実施したア

ンケートでは、子どもたちから「楽しかった、これから

もやってほしい、いろんな人と遊べて楽しかった」と言

ってもらえた。また、保護者へ実施したアンケートで

は、「お子様が『すまいるクラブ』に参加している事に

ついてどのような印象をお持ちですか？」という質問

に対して「とても良い」と回答していただき、理由として

「いろいろな年代の人たちとの触れ合いが子どもたち

にとってすごく大事な経験になると思うから」という意

見があった。弥生小学校の先生方からは、「大学生と

子どもたちが一緒に遊べる機会があるのが本当にう

れしい。休みの時、子どもたちはゲームをしているか

らこういう機会があるとありがたい。皆さんのおかげ

で子どもたちが学校外の地域の人（学生）と関わる機

会ができた。これがいずれ地域の活性化につながっ

てくると思う。」という意見があった。弁天町会福祉部

長の川崎様からは、「七夕、クリスマスといった単発

のイベントも大事だが、今年度のように継続して実行

していくことが必要。」という意見があった。 

 

本活動を行うにあたり、弁天町、弥生小学校、弁天

町会館、わらじ荘の皆様にご協力いただきました。感

謝申し上げます。 

 

【その他】 

年間スケジュール 
前

期 

 4月 23日 第 1回「オリエンテーション」 

 5月  8日 第 2回「弁天町マルシェ参加」 

 5月 15日 第 3回「西部地区の課題を考える」 

 5月 21日 第 4回「わらじ荘代表と意見交換」 

 5月 28日 第 5回「ディスカッション：活動案」 

 6月  4日 第 6回「シンポジウム参加」 

 6月 11日 第 7回「ディスカッション：イベント・調査計画」 

 6月 18日 第 8回「アドバイス：イベント・調査計画」 

 6月 25日 第 9回「今後のスケジュール」 

 7月  2日 第 10回「弁天町散策インタビュー準備」 

 7月  9日 第 11回「散策・町会参加」 

 7月 16日 第 12回「散策」 

 7月 23日 第 13回「発表準備・町会参加」 

 7月 30日 第 14回「発表準備」 

 8月  1日 第 15回「発表」 

後

期 

 10月  7日 第 1回「ミーティング：後期の方針」 

 10月 14日 第 2回「ミーティング：グループ分け」 

 10月 21日 第 3回「すまいるクラブと弥生小の内容決め」 

 10月 28日 第 4回「計画：イベント・すまいるクラブ」 

 11月  1日 弥生小訪問 

 11月  4日 
第 5 回「計画：イベント・すまいるクラブ、小学校反

省」 

 11月 11日 第 6回「すまいるクラブ、計画：イベント」 

 11月 15日 弥生小訪問 

 11月 18日 第 7回「計画：イベント」 

 11月 22日 弥生小訪問 

 11月 25日 第 8回「すまいるクラブ、計画：イベント」 

 11月 29日 弥生小訪問 

 12月  2日 第 9回「計画：イベント」 

 12月  6日 弥生小訪問 

 12月  9日 第 10回「すまいるクラブ、イベント準備」 

 12月 13日 弥生小訪問 

 12月 16日 第 11回「すまいるクラブ、イベント準備」 

 12月 19日 イベント「クリスマス会」 

 12月 20日 弥生小訪問 

 12月 23日 第 12回「すまいるクラブ、発表準備」 

  1月 13日 第 13回「発表準備」 

  1月 20日 第 14回「発表準備」 

  1月 27日 第 15回「発表準備」 

  1月 29日 第 16回「発表」 
 


